
活動内容と成果
助成2年目は、
①日本国内の啓発活動
②インド現地視察ツアー　に注力した。
①�では、企業向けセミナーを2回開催し、サステイナ
ブルコットンに関する情報提供を行い、その内容
をまとめたポータルサイトを本助成を受けて作成
し、公開した。
②�では、学生から企業の人を含めた14人が参加し、
ACEが活動を行うプロジェクト地及び綿花から製
品になるまでをたどるツアーを開催した。
本助成活動を通じ、企業からサステイナブルコット
ンを導入検討する動きもあり、助成活動において、日
本企業に変化を生み出したと実感できた。

活動内容と成果
●書籍48冊、雑誌71冊、報告書2冊収集
●�ベトナム、カンボジア、タイの8団体を訪問調査
し、報告書を200部発行
●セミナー3回開催。平均35.3人参加
●国際会議開催。2日間で延べ111人参加
●�参加者へのアンケート結果から大半の方が適正技
術への理解を深めたことがわかった
●情報公開に853件のアクセスがあった
●コンサルティングサービス4件実施
●�持続可能な開発のための適正な技術選択に関する
包括的フレームワークの素案を作成、国際会議で
の賛同を得て、発信開始

課　題
コットンの栽培には農薬等が使用され、土壌や水質
の低下や健康被害などを招いている。また栽培に労
働力が必要となり、種子栽培を行う地域で児童労働
が増加している。�

目　標
サステイナブルなコットンの使用量が増加し、持続
可能な開発目標のゴール12「持続可能な消費と生
産」に貢献するコットンのビジネスが促進される。

課　題
国際協力を効果的に進め、持続可能な成果を上げる
ためには、適正技術を開発・普及させていくことが
欠かせないが、そのための情報基盤とネットワーク
がない。�����

目　標
適正技術に関わる情報基盤を整備し、その周知と
ネットワーク形成を行い、関連事業の形成を促進す
る。

（特非）　ACE

（認特）　APEX

インドのコットン生産地の環境・社会課題を
解決する持続可能なコットンの普及啓発活動

途上国における環境技術関連事業の効果的
遂行のための、適正技術に関する情報収集・
ネットワーク形成と、普及・啓発活動

畑で説明を聞くインドコットンツアー参加者

国際会議「SDGs×適正技術×アジア」

米国の団体代表を招いて実施した
イベント

適正技術関連団体の海外調査
（タイ）

一般消費者向け
セミナー参加者 250 人

セミナー・国際会議
参加者 217 人

ACEに問い合わせて
きた企業数 5 社

適正技術情報収集 121 点

今年度計画の達成度 75 ％

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 50 ％

目標達成度 65 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
企業向けウェブサイト構築にあた
り、どのような情報を発信すれば関
心や具体的な行動変容につなげられ
るか検討に苦労した。

■工夫した点
持続可能なコットン製品は社会・環
境面だけでなく経済的にも利点があ
ることを伝えられるよう登壇者選定
や発信内容を工夫した。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響でセミ
ナーを延期した。参加予定だった持
続可能な開発に関するアジア太平洋
フォーラムも延期になった。

■工夫した点
若い世代が使用するボランティア募
集サイトなども活用し、幅広い年代
の参加者が集まるように努力した。

助成3年目では、1年目に実施したアンケート調査を行い、この3年間の日本企業の
サステイナブルコットンに関する動向をヒアリングする。また、引き続き、コット
ンに関する講演等を通じ、意識啓発を行う。

情報収集やネットワーク形成、事業形成促進に加えて、「持続可能な開発のための
適正な技術選択に関する包括的フレームワーク」を広く普及させていくことに力
を入れたい。
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